
 

中国乗用車生産台数の推移 （1985年～2003年） 

 
（註）：上記の生産台数については資料の関係で多少の誤差もあります。ご了承ください。   〔作成：IHCC〕 

（註）：最近の中国乗用車販売台数状況については、下記のサイトを参照してください。 
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スズキ自動車の今後の中国戦略 
(長安スズキとの合弁事業) 

   【2002年度の動向】 

  ●スズキ、中国で小型車増産(2002年６月３日） 
 スズキは中国で小型乗用車を増産する。2005年を目処に合弁会社の重慶長安鈴木汽車（重慶市）の生産台数を2.3倍の10万
台に引き上げる。生産車種の追加も検討する。長安鈴木は排気量を800ccに拡大した軽乗用車「アルト」と小型乗用車「カル
タス」（排気量1,000ccと1,300cc)を生産している。今年１月に実施した値下げ効果などで、１～４月の販売台数は前年同期
比20％増の21,000台に。通年の生産台数は前年比35％増の58,000台を見込んでいる。2005年までに10万台（10％のシェアを目
指す）に引き上げる計画。 

    重慶長安鈴木汽車（重慶市）         重慶長安鈴木汽車の生産台数           

    

 ●スズキ、「羚羊」（カルタス）最大15％の値下げ（2002年７月４日） 

 長安鈴木汽車は７月１日、小型セダン「羚羊」（カルタス、排気量1,300cc）を最大15％引き下げた。値下げは今年２回
目。値下げしたのは、エアバックなど安全装置が異なる五車種。最も安い車種は７万9,800元（約120万円）。長安鈴木はライ
バルメーカーの新型車投入を前に、再値下げで販売攻勢をかける。同社の今年の販売目標は、前年比35％増の５万8,000台。 
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 ●スズキ、長安汽車の保有株引き下げ（2002年9月27日） 
 スズキ自動車は、保有する中国の長安汽車（重慶市）の保有株式の一部を売却し、出資比率を５％以下に引き下げた。長安
汽車との生産合弁会社で、小型乗用車への出資比率は変えない。長安汽車は来春、米フォード・モーターと合弁で小型車生産
を始める計画。米ＧＭグループのスズキが、長安汽車本体に出資するメリットは薄れていた。 
 

 ●スズキ、長安鈴木でエンジン生産ラインを新たに導入（2002年10月） 
 スズキは、重慶市にある「長安鈴木汽車」にエンジン生産ラインを新たに導入する。すでに2002年からはエンジン組み立て
を開始。2003年にも機械加工ラインを稼働させる。「長安鈴木」は親会社の「長安汽車」からエンジンを調達していたが、エ
ンジン一貫体制を築き、乗用車事業を強化する。「長安汽車」への出資は５％以下と少なく、株式の売却も進めている。将来
的には、「長安鈴木」を主軸とした事業形態を考えており、エンジン一貫生産の構築は、その一環ともみられる。 

 

 【2003年度の動向】 

 ●長安鈴木、「羚羊」「アルト」を値下げ （2003年１月11日） 
 昨年（2002年７月）にも、再度にわたる値下げをした「長安鈴木」の「羚羊」と「アルト」であるが、2003年も値下げ攻
勢をとっている。値下げ後の価格はエアコン、エアバック装備の通常モデル、「アルト」で３万9,800元、フル装備車でも５
万元を切る。また「羚羊」（カルタス）の通常モデルは７万元を切り、オートマ車の最上級でも９万5,000元ほどとなってい
る。 
  

 ●長安スズキが生産能力拡大、年間20万台に （2003年12月12日） 
 スズキ自動車の中国合弁会社、「長安鈴木汽車」は年産能力を20万台に拡大する組立ライン建設の起
工式を行った（2003年12月10日）。これにより、生産規模は現在の２倍となる。同社は現在、生産して
いる「奥拓」（アルト=写真参照）、「羚羊」（カルタス）のほかに新車種を生産する計画。新ライン
が完成する2004年秋から毎年１車種を市場投入し、2007年までに生産車種を４～５種に拡大する。2003
年１～11月の販売台数は９万2,000台で昨年同期比53％増。売上高は42億6,000万元で、利益は２億

8,000万元。 
 

 ●長安スズキ、2004年後半にも新型車を発売 （2003年12月18日）  
 「長安鈴木」は2004年後半にも「奥拓」（アルト）、「羚羊」（カルタス=写真参照）に続くミドル
タイプの新型車（1,600cc、ハッチバックタイプ）を発売する予定である（註）。同車は日本、欧州、中
国、インドで同時発売を計画しているという。この新型車の競合相手として、「広州ホンダ」の「フィ
ット」（飛度）や「上海ＶＷ」の「ＰＯＬＯ」、「天津一汽夏利の「威姿」（Ｖｉｚｉ）ーーなどを挙
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げている。価格については、同タイプの車種が10万元前後で販売されていることから、同程度の価格に
設定される見込み。 
 （註：一部報道では、中国生産会社は「ワゴンR」を生産している合弁工場、「昌河鈴木汽車」（江西省）で生産する見込みという。） 
 （註：最終的には、「エリオ」（中国名：「利亜納」を「昌河鈴木汽車」で生産。また「スイフト」（雨燕）を「長安スズキ」で生産する。） 
 

 （参照）：本欄「スズキ自動車と昌河鈴木汽車との合弁事業」 

 

 【2004年度の動向】  
 

 ●スズキの合弁会社、中国で16万台リコール （2004年９月９日） 
 スズキの中国での合弁生産会社、「長安鈴木汽車」は、同社が生産する小型自動車「アルト」の燃料パイプに問題があった
として、15万7,480台のリコール（無料の回収・修理）を実施すると発表した。対象となるのは、1999年９月から2004年３月
までの期間に生産された車で、強い衝撃を受けると燃料噴射パイプに不具合が起きる恐れがある。中国政府は、10月から自動
車のリコール制度を実施する予定で、導入を前に各社の自主的なリコール実施が続いている。 

 

 【2005年度の動向】 
 

 ●長安スズキ、第２工場を建設ー小型車「スイフト」を生産 
 長安スズキはすでに限界にある現工場の敷地内に10万台規模の生産能力をもつ工場を現在建設中。
2005年３月に完成するここでは、小型車「スイフト」(「雨燕」=写真参照)を生産する。「スイフト」は
スズキ自動車の世界戦略車として、日本や欧州で生産・発売される。中国では1.3Ｌと1.6Ｌの３ドアと
５ドアが投入され、排出基準「ユーロⅢ」が適用される。 

 
   （参照）：「スズキ自動車の今後の中国戦略」(昌河鈴木との合弁事業) 

 
 (C) International Highway Construction Corp.,        
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